
あつぎこどもの森公園は …… ２０２3年 第4回 自然ガイ ドウォーク

雑木林の春

あつぎこどもの森公園憲章

私 た ち 厚 木 市 民 は 、『 あ つ ぎ こ ど も の 森 公 園 』 に お い て 、 多

くの 生き物に恵 まれた自然 環境や里 山の文化な どの資源を 守り 、

い か し な が ら 、 遊 ん で 学 ん で 元 気 に な れ る 自 然 体 験 活 動 を 通 じ

て た く ま し い 子 ど も た ち を 育 て る 取 組 を 推 進 す る た め 、 こ の 憲

章を 定めます。

・ 私 た ち は 、厚 木 市 の 生 き 物 に とっ て 重 要な 場所 で あ る『 あ つ

ぎ こ ど も の 森 公 園 』 の 自 然 環 境 を 守 り 、 育 て 、 そ の 大 切 さ を

伝 えます。

・ 私 た ち は 、里 山 の 自 然 環 境 の 特性 を い かし た様 々 な 体験 の 機

会 を子どもた ちに提供し 、生きる 力を育みま す。

・ 私 た ち は 、里 山 で 継 承 さ れ て きた 農 業 や暮 らし の 知 恵を 伝 承

し 、新たな里 山の文化を 育てます 。
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長 い 間 、 地 元 の 人 に よ っ て 里 山 の 木 は 炭 や 薪 に 、 谷 戸 は 田 ん

ぼ や 畑 と し て 利 用 さ れ て い ま し た が 、 昭 和 ４ ０ 年 代 以 降 社 会 の

変化と共に使われなくなりました。

昭 和 ３ ０ 年 代 ま で こ の よ う な 所 に は た く さ ん の 種 類 の 生 き 物

が生息し、生物多様性に富んだところでした。

人 の 手 が 入 ら な く な っ て や や 少 な く な っ た も の の 、 こ こ に は

今では珍しくなった貴重な生き物がいろいろいます。

２ ０ １ ５ 年 、 神 奈 川 県 自 然 保 護 協 会 が 選 ぶ 県 内 生 物 多 様 性 ホ

ットスポットとして選定されました。



若葉が伸び始め、地面に柔らかな光がふりそそいでいます。

この時期、地面の草野中には森の木の緑が濃くなる前に急いで葉を伸ばし花を

咲かせ実をつけるものがあります。

このような植物を誰が名付けたかスプリングエフェメラル（春の妖精）と言い

ます。
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林を出た道ばたの草もいろいろ春を謳歌しています。
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木にも花や実が

アオキの花から

花粉を運ぶハエ

展開する葉
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虫たちも活動開始
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いきものガイド

３月１９日

最近のいきものガイドで

は、観察のお手伝いの他、

シュロの葉のバッタ作り

や折り紙で蝶を作ろうなど、

ワークショップ型の活動

が増えました。

毎月第１と第３日曜日の

午後、東京農大学生中心に

活動しています。

どうぞお出で下さい、

里山で、体験活動をしてみよう。

シイタケ栽培・・・山の手入れで出た材の有効活用法として、菌打ちをして

シイタケを育てています。

開墾畑の復元・・・昔畑だったところが放棄されて藪になったいたところを

復元しています。

ここでは、果樹を植えたり、草木染めの材料栽培、ウドやフキなど山菜の栽

培などを通して、生物多様性のもたらす自然からの恩恵を享受できる場所にす

ると共に、園内の希少植物の見本園にもする計画です。、

活動に参加希望の方は、保険の関係があるのでこどもの森クラブ会員になっ

ていただく必要があります。
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こどもの森ガイドウオーク（自然観察）原則毎月第３土曜日
原則事前申し込み制で、定員に空きがある場合は当日参加もできます。会員に

限らず誰でも申し込めます。

管理棟集合 参加無料どなたでも参加できます。 開始時間要確認

４月１５日 雑木林の春 次回 １１月１８日 みのりの秋

５月２０日 新緑の空中回廊を歩く １２月１６日 生き物の冬越し

６月１７日 水辺の生き物 ﾄﾝﾎ･ｶｴﾙ

７月１５日 木もれ日の回廊を歩く ２０２４年

８月１９日 湿地の生き物を調べる １月２０日 冬の野鳥

９月１６日 草原の虫たち ２月２４日 冬芽とコケ

１０月２１日 秋の花 ３月１６日 春の兆し

植物モニタリング
原則毎月第２金曜日の９：３０から 決まったコースを歩いて出現する植物を

記録します。植物を覚えたい方によい機会です。会員対象

草木染め勉強会
園内にある植物を使って草木染めをいろいろ試してみようという会です。

毎月第３金曜日午前中。 会員対象です。（入会はいつでも受付けています）

いきものガイド
東京農大学生による生き物調べお手伝い 第１，第３日曜１４時 ～１６時

４月２９日 こどもの森フェスタ 自然プロジェクト

○ 草木染めとシュロのバッタ作り 10:00 ～ 12:00 費用ハンカチ 1 枚 300 円

要予約

○ シイタケ食菌体験 9:30 ～ 10:30 参加無料 要予約

○ 新茶を作ろう 13:00~15:30 参加費 300 円菓子付き 要予約

○ 自然観察 10:00 出発 13:00 出発の 2 回 当日受付 参加無料

○ 水辺の生き物展 管理棟 10:00 ～ 15:00

○ いきものガイド すべり台下 10:00 ～ 15:00

プログラムには定員のあるものもあります。詳しくは、パンフレットを見て下

さい。
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